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２．制御震源を用いた地殻構造探査
2-1 稠密発震反射法地震探査による地殻構造調査研究
2-2 自然地震波干渉法による地殻・上部マントル構造調査研究
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制御震源・稠密自然地震観測によるプレートの詳細構造

フィリピン海スラ
ブ内のリッジ状
構造の発見

H21年度

制御震源と稠密自然
地震観測による

プレート接合部の構
造解明 (H22年度)

プレート接合部

非地震性スラブスラブ内部変形大

“普通”のスラブ “普通”のスラブ
2平成22年6月29日



北から見た反射法地震探査断面

伊豆衝突帯北方のスラブ形状



南関東で発生するＭ７程度
の地震の今後３０年以内の
発生確率は７０％程度

首都圏直下のやや深い地震

M   深さ

1894年6月20日 7.0  80km  

1895年1月18日 7.2  40-80km

1921年12月8日 7.0  53km

1922年4月26日 6.8  71km

1987年12月17日 6.7  58km



探査測線の地学的背景



フィリピン海プレートと太
平洋プレートの接合関係

のイメージング

水戸



いくつかの地質構造帯を横断
→活断層の深部形状を考察す
るための基礎情報を収集



九十九里-霞ヶ浦
反射法地震探査測線

展開長 58.2 km
固定展開
陸上 MS2000, 50m 間隔 486 ch

G-daps 4, 25m 間隔 822 ch
海底 SeaRay 25m 間隔 240 ch

震源 大型バイブレーター 4台
エアガン 3020 cu. Inch,

2000 psi
ダイナマイト 2点 (100, 200 kg)

平均発震点間隔
陸上 100-150 m
海上 12.5 – 25 m



海陸統合による地殻構造探査概念図



エアガン発震記録の例



バイブロサイス発震記録の例



エアガン集中発震記録
(131回の重合)
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バイブレーター集中発震記録
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ダイナマイト発震記録
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ダイナマイト発震記録
(薬量200kg)



暫定重合処理時間断面 (往復走時4秒表示)
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暫定重合処理時間断面(往復走時16秒表示)



屈折トモグラフィー法による暫定速度構造

ランダム化法による平均速度

ランダム化法による標準偏差

平均破線密度



屈折トモグラフィー法による暫定速度構造



広角反射法地震探査断面



稠密自然地震観測
つくば―水戸測線

観測期間：2010年6月7日～
2011年1月中旬

測線長： 約 65 km
観測点数： 45台
観測点間隔 1－2 km
収録： DATレコーダ

（篠原・他,1997） 45台,
センサー Lennartz （1.0Hz）

霞ヶ浦ーつくば測線
観測期間：2010年6月10日～

2010年10月上旬
測線長： 約 50 km
観測点数： 65台
観測点間隔 0.5－0.75 km
収録： MS2000もしくはMS3000 (村上・他,2009）
センサー Lennartz （1.0Hz），Markproducts (1.0Hz or 2.0Hz) 

もしくはディジタルMEMS型加速度センサー

MeSO－net







気象庁一元化震源 （2010/6/8－2010/9/16)

N:860

EXP



つくばー水戸測線 発破（SP10) 観測波形例（ＵＤ）

SP10



つくばー水戸測線 自然地震 観測波形例（ＵＤ）
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2010年 8月 13日 16時 48分 1.49秒 深さ 89.13 km  Mj 2.2

EQ
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Display : 
BPF 0.5－15Hz / Trace max scaling
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Display : 
BPF 0.05－5Hz / Trace max scaling
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